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福沢諭吉の出版業は明治初年の出版業界において、出版物の量
と
質
、
な
ら
び
に
自
家
工
場
の
規
模
な
ど
で
注
目
に
値
い
す
る
地
位
を
得
（１）
た
。
そ
の
最
盛
期
た
る
明
治
六
年
段
階
に
は
年
商
拾
弐
参
万
両
の
域
に
達
し、それにより福沢は「随分家屋も出来、富有の一事に至ては在
（２）
官の大臣参議など羨むに足らず」と自ら豪語するほどになること
が可能となった。
福沢が「福沢屋諭吉」の呼称を用いた始期は明治二年十一月の
（３）
書物仲間問屋組合への加入にある。その終期は史料により確かめ
られないが明治八年九月を推定できる。けだしこのとき出版条例
（４）
改正により内務省が出版許可の権限を直接また完全に掌握したた
め、問屋組合が自然消滅したからである。
従って厳密にいえば、福沢屋諭吉期は明治二’八年（福沢一一一六
法
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史
学
第
二
十
五
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『
は
じ
め
に
「福沢屋諭吉」の生成過程について
Ｉ
幕
末
維
新
期
出
版
史
の
一
断
面
と
し
て
Ｉ
ロ
幕末期の福沢の生活には三本の柱があった。すなわち、
Ⅲ
幕
府
外
国
方
の
一
員
と
し
て
の
公
務
員
生
活
福沢は元治元年十月以来、外国奉行支配調役次席公翻訳御用
被
仰
付
、
高
百
俵
、
動
の
内
足
高
五
拾
俵
、
御
手
当
金
拾
五
両
に
な
っ
て
（５）
いる。
②
福
沢
塾
の
経
営
才’四二才）の六ヵ年弱にあたるが、福沢の実質的な活動に即し
て
い
え
ば
、
前
期
と
し
て
慶
応
三
年
（
福
沢
三
四
才
）
に
、
後
期
と
し
て
明
治十五年（福沢四九才）の時事新報創刊まで、それぞれを設定し
うる。本稿は右のうちの前期、すなわち幕末・維新変革のざ中に
お
け
る
ひ
と
り
の
書
物
商
「
福
沢
屋
諭
吉
」
の
生
成
過
程
を
探
ろ
う
と
す
る
ものである。それは近代出版史黎明期の一考察であるとともに、
従
来
願
承
ら
れ
な
か
っ
た
福
沢
の
側
面
を
明
ら
か
に
し
福
沢
研
究
に
一
つ
の
新しい視点を加えるものともなろう。
長
尾
政
憲 八
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Ｈ福沢は慶応三年一月’六月のまる五ヵ月の間、アメリカ御用に
出張した。その出張目的は「同国先任公使プラインより可差辰御
船代不残早々埒明可受取之」ことを主任務として、そのついでに
「福沢屋諭吉」の生成過程について（長尾）
稲沢の蘭学塾、転じて英語塾の経営は、安政五年にさかのぼり
うるが、その後数度の移転をした。本稿の対象とする時期は、次
のｃｌｄにあたる。
ａ前期鉄砲州時代（安政５．，１）
ｂ前期新銭座時代（文久１Ｉ）
ｃ後期鉄砲州時代（文久３ｌ）
ｄ後期新銭座時代（慶応４．４１）
ｅ三田時代
（明治４．４１）
佃署訳業
がそれである。
幕末・維新の変革期に際会して福沢は、ｕの公務員生活を離脱
したが、同時併行して回の塾経営の拡大発展と側の著訳業に加え
て出版業兼営を図ったのである。
本稿の主題からいえば、Ⅲ図は福沢諭吉の進路決定に関する外
的要因といえるから、それを明らかにすることから始めたい。
それには、福沢の公的生活に大きなツマズキを印した慶応三年
の鋪二回渡米帰国後の動静を探ることが効果的であろう。
二慶応三年謹慎期の福沢の生活
口
誠慎期間中の福沢の活動は、第一に、謹慎ならびに差押え書籍
一一十箱の解除運動である。福沢が木村摂津守喜毅を主としたコネ
（皿）
として利用したことは、木村芥舟日記七月十六・十七日、八月廿
八日、九月四・十日、十月一一十七日条に明らかであり、また、紀
州瀞の重役井上従吾右衛門に書簡を寄せて、「御屋形の御書籍は
鉄砲製慥淵械及書籍購入、金銀鉱融解の器械調査を命ぜられ崎）
福沢は「モゥ一度行って見たいものだと思って」威臨丸乗組以
来旧知の「小野（友五郎、御勘定吟味役、軍艦受取委員）の家に
度々行て頼」承こゑ、一行に加わることができた。福沢の渡米意
図には、Ⅲ福沢塾の教科用図書の購入、②仙台藩などの依頼によ
る図書購入があり、前者には一一千両、後者のうち仙台藩のは一一千
（８）
五百両を購入資金として持参している。
一」の書籍購入は、出張目的中の幕府公務としてのそれを聞き及
んで考え出されたことであろうが、現実水叩洞益掛の幕費による
原書購入論と、福沢の自由輸入論とが激突し、その結果、福沢は
アメリカ御用中の勤め方に不届の所業あるにより、七月十四日謹
慎を命じられた。同時に滞米中に福沢が購入、将来した大量の書
雑類も差押えられた。
こうして、従来幕府外国方の下僚として順調に上昇傾向にあ
り、当時として稀有の三回にわたる外国旅行経験にも恵まれた福
沢の公務生活は、大きく頓挫した。まさにこの謹慎こそは、福沢
の生涯の曲り角であった。
九
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役
所
に
出
仕
で
き
な
い
福
沢
に
と
っ
て
、
お
の
ず
か
ら
福
沢
塾
の
経
営
と
、
著
述
活
動
が
主
た
る
生
活
と
な
っ
た
。
そ
の
う
ち
塾
の
経
営
か
ら
見
よ
う
。慶応三年段階の塾は、塾史で「後期鉄砲州時代」といわれるも
のであ鮠〕それは「私塾の中で一番盛」といわれたが、また「不
規
律
乱
暴
」
と
い
う
評
判
で
有
名
で
あ
っ
た
。
そ
の
こ
と
は
福
沢
自
身
が
「慶応三年の備忘録」に書き留めている小幡恭平の不行跡にもよ
く
表
れ
て
お
り
、
彼
は
恐
ら
く
は
遊
蕩
に
費
消
す
る
た
め
恩
師
の
蔵
書
や
刀
（皿）
を質入れしたり、他人から金子借用をする非行塾生であった。
この備忘録には慶応元年九月から三年七月の間に福沢塾関係の
出
費
と
し
て
合
計
二
百
三
拾
両
を
支
出
し
た
こ
と
を
記
し
て
い
る
。
勿
論、序を以て私日用の品物まで屯取返」すよう周旋方を懇請す
鮒肺ど、必死の努力をした。芥舟日記の十月二十七日条に「福沢
本
日
出
勤
由
」
と
あ
り
、
同
三
十
日
条
に
「
福
沢
荷
物
之
儀
に
付
、
織
田
和
泉（勘定奉行）、長井筑前（目付）、古賀筑後守（目付）へ申談、
いつれも承知也」とあり、木村の奔走が効を奏したが、その間三
カ月半を要したのであった。（皿）
福沢は後日の回顧として「幕府の引込めと云ふのは誠に楽なも
の
」
で
外
出
は
自
由
、
た
だ
役
所
に
出
さ
え
し
な
け
れ
ば
よ
い
か
ら
、
．
身
の
為
め
に
は
何
と
も
な
い
。
却
て
暇
に
な
っ
て
難
有
い
位
の
こ
と
」
と
述
べているが、その実は苦渋に満ちた閑暇であったことは明らかで
あ
る
。 法
政
史
学
第
二
十
五
号
Ｅ
福沢にとって謹慎期間は、塾の経営内容・経営方針を再検討す
る時間でもあった。それにつけても、福沢がアメリカで購入した
多量の洋書は、従来の「写本による教育」から「刊本教科書を各
自が使用する教育」への転換を招き、洋書の最も整備された洋学
塾として福沢塾を飛躍させるものと期待させた。
福沢が渡米について小野友五郎に運動したのも塾の整備にあっ
たのであり、帰国後差押え書籍に懸命の解除運動をつづけたのも
け
だ
し
当
然
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
つ
ぎ
に
こ
の
期
間
は
ま
た
福
沢
が
著
訳
ま
た
は
刊
行
に
集
中
で
き
る
と
ぎ
でもあった。福沢が慶応三年の一ヵ年に公刊したのは左の四書目
である。
１
、
雷
銃
操
法
巻
之
一
同
年
暮
春
刊
福
沢
氏
蔵
版
、
和
泉
屋
善
兵
衛
発
允
２、西洋旅案内
同年冬刊
福
沢
諭
吉
署
○
・
℃
胃
荷
冨
＆
福
沢
氏
尚
古
堂
発
見
３、条約十一国記
同年冬刊
福沢氏、福沢氏図書記（印）
４
、
西
洋
衣
食
住
同
年
冬
刊
片
山
（
淳
之
助
）
氏
こ
の
う
ち
、
１
は
訳
例
末
尾
に
「
慶
応
二
年
丙
寅
九
月
」
と
あ
り
渡
米
前
の脱稿のものであるが、その巻之一「は整版過程が謹慎期間にな
されている。４は他人名義を使用した福沢の薯訳書であり、２１
３
と
と
も
に
謹
慎
期
間
に
著
述
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
四
四
○
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（応）
それは慶応三年九月七日付、山口良蔵あて書簡の「此節は引
●
●
●
●
●
●
込、公務無し之候に付、七日型中より西洋旅案内附り万国商法と申平
仮名附二冊物の書を著述致し、当月末方には、彫刻製本出来可し申
侯」とあるのによっても知れる。
右の四書目について著述家としての福沢の特色を少し探ると、
雷銃操法は第二回征長の役に幕府軍が長州農兵の持つライフル銃
に敗れたとの江戸市中の世評に触発されて「勿々執筆、急ぎ翻訳
して出版」したしの、西洋旅案内は「日本人の外国へ往来するも
の」の「手引のため飛脚船の模様、乗船の時の心得方など」を取
りまとめ、条約十一国記は「日本の交易場に住居する」締約国外
国人が多くなったのに「下々の人は外国の様子を知ら」ないので
「其国々の大小、強弱、人情、風俗、政事の立方」の概略を記し、
西洋衣食住は、「近来世上に西洋服を用ゆる者甚だ多し。武用其
外立働に最も便利な」のに「彼国衣服の製を心得えず」「間還し
少からず」という現状にかんが承衣食住の図解による用法を知ら
そうとしている。共通して承られるところは、①時事や見聞に触
発されて、②社会の必要とするものを見ぬいて、③実用、啓蒙を
目ざす姿勢である。そして右の四書を装丁からよれば、
ａ雷銃操法Ｉ西洋旅案内濃藍表紙和鐡袈本
これは西洋事情初篇と同系列に属する。
ｂ条約十一国記表紙・本文用紙共紙の小型本で。ハンフレットに
近い小冊子。
ｃ西洋衣食住表紙は厚手の茶色和紙という点でｂと異るが、小
型本の小冊子という点ではｂに近い。
「福沢屋諭吉」の生成過程について（長尾）
右の表でふられるように、福沢は諏慎期間において、既刊本の
西洋事情初編と雷銃操法巻一については増刷による追加製造を、
前に触れた「慶応三年の備忘録」の記載は、、九月に始まり十一
月十三日に終わっており、謹慎期間中の福沢の日常が具体的に知
れる。今この中から、書籍出版に関するものを探って整理すると
次のようになる。書目の配列はおおむね初版の刊行順に従い、一
方に製版・印刷・製本等の製造過程を置く。
また、出版形態からいうと、ａの二書目は福沢の蔵版を和泉屋
とか尚古堂（岡田屋嘉七）などが支配する書林支配形態の出版物
であるに対し、ｂ、ｃは支配書林が見えないことは注目を要する。
１
、
西
洋
事
情
初
編
（
慶
応
二
年
初
冬
初
版
）
２
、
雷
銑
操
法
巻
一
（慶応三年春初版）
、
３
〃
巻
二
（慶応四年夏初版）
４
、
西
洋
旅
案
内
（慶応三年十月初版）
５
、
条
約
十
一
国
記
（
同
十
一
月
初
版
）
書
五
名
草 稿
版 下○
○
○
○
○
○
○○ 彫刻師選定
〃依頼
版下渡
校正
版木納入
四
一
○
○ 印刷
留版摺○○
○ ○○ 製本搬入
間違紙挿入○○’
○○’ 蔵版印完本渡
○ 総勘定
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新刊の雷銃操法巻二以下は初版本の整版手配（西洋旅案内は製本
搬入まで進行）に併行的に従事していることが判明する。一つの
書目について全工程を一貫して記したものがないのが惜しいが、
以下、各書目別に当時の出版過程の状況を探ることにする。
⑩
西
洋
事
情
初
編
の
増
刷
十月十四日の記事によると、九月節句前勘定相済其後相渡候数
として、九月四日からこの日までに五回にわけて百三拾部をあげ、
十月廿五日にもさらに五拾部を岡田屋が蔵版者たる福沢のもとか
ら持ち帰ったことを記している。一ヶ月平均約九拾部である。
福沢が明治六年「辰十月」新政府に提出した「翻訳書重版の義
（咽）
に付奉願侯書付」で「私翻訳の西洋事情は、娩近の訳書中にて最
も世に行はれ候もの」としながらも、その「手許より売出し候数
は僅に四千部計」であり、京摂地方での偽版三種の販売数を各三
千と見込めば、「真版と合せて壱万三千部」といっているのから
し、慶応二年初冬刊行の事情初編が三年の秋に月九拾部平均の製
本をしているというのは標準的な数字であったようである。
②
雷
銃
操
法
巻
之
一
の
増
刷
この書は和泉屋善兵衛が発見している。「備忘録」九月十二日
条に「和泉屋より操法弐百五拾部留版機来る。本日其図版の糸弐
百五拾枚づ１千枚摺る。翌日留板不残相済、麻生弼吉改め」とあ
り
、
蔵
版
者
の
権
限
保
留
の
た
め
の
留
版
の
印
刷
が
蔵
版
者
の
自
宅
で
行
な
われ検品されていることがわかり、九月十七日の条の「和泉屋よ
り先日操法弐百五拾部摺立の内五拾持参、蔵書印押し適す」とあ
る蔵書印の捺印とあいまって、当時の支配形態における著者と山
法
政
史
学
第
二
十
五
号
四
二
（Ⅳ）
版者の関係を明瞭にする。
③雷銃操法巻之この板木彫刻
福沢は直接目宅に板木師を呼んで九月十三日に「操法彫刻の義
談判、壱丁に付弐拾六匁」と契約し、その後追っかけて版下の一
部を彫刻料の一部前渡とともに行なっている。十月十四日の条で
「版木半出来の由、校合刷弐拾五枚持参、彫刻料不残渡す。弐拾
六両弐朱也」と記しているように、板木彫刻師の選定、進行管理、
校正、彫刻料支払いなどみな福沢が行なっている。
側西洋旅案・内の板木彫刻
九月七日の条に「岡田屋文助来り旅案・内彫工料として百両渡
す」、十月十八日条に「岡田屋より旅案内の製本三拾部来る」と
あり、この書のばあい彫刻師の選定、進行管理は支配書騨に依頼
され、その費用を蔵版老たる福沢が支払っている。
製本搬入が十月十八日、十九日、什五日の分を合せ百四拾九部、
留版摺が十九日、廿二日、廿九日で四百部とあり、アメリカから
帰国そうそう脱稿し、その後急速に製品化される過程が鮮かに知
れる。⑤条約十一国記の板木彫刻契約
この書についての記事は、十月十日の条に、彫刻料三両弐朱と
して福沢が彫刻師と契約し、「内払三両適す」とあるだけである
が、この書は刊本の見返しに「慶応三年仲冬」とあるのを刊行月
とすれば、彫刻依頼から僅か一カ月で完本となったわけで、それ
には表紙本文共紙の土佐半紙を使用した。ハンフレット程度の小冊
子（口絵二、序一、本文二四丁）という簡易な造本形式が原因す
Hosei University Repository
㈹
右の謹慎期間における福沢の著者Ⅱ蔵版者としての経費支出は
版木代、彫刻料として百五拾四両弐朱が、入金は雷銃操法巻之一
の総勘定として七両弐分が記録されている。
こ
う
し
た
運
転
資
金
が
自
己
資
金
だ
け
で
賄
い
き
れ
な
い
こ
と
は
容
易
に
（畑）
想像される。十月九日の条に「周造（豊前屋、中津出身の米穀商）
並大橋（栄次、木村喜毅の用人）の周旋にて五百両出来」、同十
日に「松下え五百両返す」とあるのは、少なくもここに記された
三人による資金ルートが福沢の蔵版者としての活動に役立ってい
たことを知らせる。
このように福沢が謹慎の解除運動とともに塾の経営と著述、蔵
版活動に多忙な日々を送った期間こそば、徳川幕府の「瓦解」が
日一日と進行する切迫した時期であった。
る。そして、この条約十一国記の造本形式は、
尹脳拳齪澆』畔鮒」｜表紙茶色和紙
に発展するもので、それ以前の刊行にかかる事情初篇や雷銃操
法、
西
洋
旅
案
内
な
ど
の
濃
藍
表
紙
系
と
は
別
系
統
の
グ
ル
ー
プ
を形成す
る。そこに書林支配に依存しない福沢自身の試験的な素人出版が行
なわれたと推定してよい一の因子がある。（兵士懐中便覧は仙台
蔵版で別としても、いずれも発免元の書騨は記してない。）
「
福
沢
屋
諭
吉
」
の
生
成
過
程
に
つ
い
て
（
長
尾
）
福沢の幕府への忠誠心は慶応三年の第二回渡米中から急激に冷
却し、帰国後の謹慎はそれをいっそう促進させた。さきにあげた
「備忘録」十月廿一日条に「昨日頃より京師本月十三日の事相間、
世間騒々し、右の趣今日表向御申渡し相成候由」とある記事は在
京都諸藩重役への諮問案回覧のことで、慶喜の大政奉還の上表が
事実上公表されたことである。幕府命運に関する記事は「備忘
録」中、ただこの一箇所で、福沢の関心の薄さが知れる。
諏慎中の福沢は自宅で塾の経営と蔵版者としての出版活動なら
びに新刊の原稿執筆を行なったが、謹慎解除は差押書籍解除の前
提として福沢の最大関心事であった。木村喜毅ルートなどの尽力
が奏効して福沢はようやく十一月一日に外国方に出仕し、久しぶ
（卯）（四）
りに手がけた外交文書が、「江戸外国人居留地規則の件」であっ
た。この江戸居留地設定による鉄砲州一帯の立退き令から塾の移
転先物色が謹慎解除後そうそうの福沢の重要問題となる。
十二月十六日付、福沢英之助あて書簡で、福沢は王政復古の大
号令を報じたあとで、「宅も塾生は多人数且又色々不安心の筋も
有之候間、近日外宅の積、既に新銭座辺之相当の屋敷有之、早春
引越候積」と知らせ、迅速に移転先が決まったことを語ってい
る。福沢は熟知の木村喜毅の用人大橋栄次の周旋で、有馬藩中屋
敷を買得した。それは庄内藩士が三田の薩摩屋敷焼払いをする十
二月二十五日の当日であった。
三
謹
慎
解
除
以
後
ｌ
福
沢
屋
の
生
成
過
程
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口徳川慶喜の大政奉還、将軍職辞職、とくに慶応四年一月には職
制を家職に切りかえたことにより、幕府職制は事実上消滅した。
この段階で福沢はそうした家職への任命に応じる意思をなくした
ようで、芥川日記三月五日条の「福沢本日五半□、御断中上候山（卵）
申聞」は、福翁自伝の御使番任命に対し病気と称して出仕せずと
（別）
あ
る
の
に
対
応
す
る
。
六
月
初
旬
の
「
徳
川
様
御
名
跡
も
駿
府
に
定
り
候
よ
し」とある駿府七十万石の一大名となった徳川家にたいし「御暇
願差出」し「武家奉公も沢山」「此後は双刀を投棄し読書渡世の
一小民」となろうと決意したのも、上述の塾の移転、発展過程と
照応するものとしてうけとめねばならないであろう。
従来、奥平藩の家塾にすぎなかった福沢塾は慶応四年四月以降
は、藩から完全に独立し、慶応義塾として新発足した。それは幾
（妬）
多の先進的な特徴をそなえている。
Ⅲ「慶応義塾」なる塾名の確立
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
②
「
共
立
学
校
の
制
」
に
な
ら
っ
た
結
社
形
態
争乱のさ中で疎開引越しが多く普請が少なくて手間賃も極度に
、
、
、
、
下落したとぎであったから、移転、増築費なども安く「投機商売
（皿）
の
中
っ
た
」
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
。
一一月、三月にかけて住居、塾舎の建築工事の進行に従い、移転
を逐次行ない、最終的にそれが完了したのは慶応四年四月であつ
（犯）
た。移転費用は土地購入、建築共で七五五両、諸雑費共一○○○
両であった。
法
政
史
学
第
二
十
五
号
慶応義塾之記にいう「吾党の士、相與に謀って、私に彼の共立学
校の制に倣」った従来わが国になかった共同結社構想の実現
③
慶
応
義
塾
之
記
に
み
ら
れ
る
建
学
精
神
の
宣
言
、
規
則
の
制
定
、
日
課
Ⅱ
教授課程の充実
側学校備付の教科書（洋書）の充実
㈲
授
業
科
制
度
など、など、福沢が文久遣欧、慶応遣米出張により親しく視察
調査した欧米学校制度の導入が実現の緒についたのであった。
（加）
閏四月十日付山口良蔵あて書簡で「天下は太平ならざるも生の
一身は太平無事」「新銭座に屋敷を調、小（規模）学校を開き、
日
夜
生
徒
と
共
に
勉
強
致
」
「
此
塾
小
な
り
と
雌
ど
も
開
成
所
を
除
く
と
き
は
江
戸
第
一
等
な
り
。
然
ぱ
則
日
本
第
一
か
」
「
僕
は
学
校
の
先
生
に
あ
ら
ず。生徒は僕の門人にあらず、之を総称して一社中と名け、僕は
社頭の職掌相勤」「其余の社中にも各く職分あり」と開学そうそ
うの義塾の理想と自負を語っている。この書簡で「世禄の丸潰れ
たるべきは天下一般必然の勢にて遁るべからず」といっているの
は、また福沢の時代への先見を語るものであったろう。
慶
応
義
塾
創
設
の
抱
負
は
、
上
述
の
よ
う
に
福
沢
の
御
暇
願
提
出
、
帰
農
を方向づける精神的要因であったが、福沢の心齢）「実に淋しい
有様」でとくに子供の将来について憂い「或は耶蘇教の坊主に
して政事人事の外に独立」させるか混迷した状況であったことも
事
実
で
あ
ろ
う
。
し
か
も
福
沢
が
そ
れ
を
実
行
し
え
た
経
済
的
要
因
は
「
西
三）
四
四
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洋事情」初篇以降の「箸訳書を売って利益を収め、又一方では無
駄
な
金
を
使
は
な
い
か
ら
多
少
の
貯
蓄
も
出
来
」
て
い
た
こ
と
に
あ
っ
た
。
そこで以下において、慶応四年以降明治二年の書物屋仲間に加
入し、福沢屋諭吉を名乗るまでの過程を福沢の著訳活動の展開の
中
か
ら
掘
り
出
し
て
承
る
こ
と
と
す
る
。
このぱあい、九月の明治改元の頃を境にそれ以前と以後にわけ
て考察することが特徴をつかゑやすい。
Ⅲ
西
洋
事
情
外
編
慶
応
四
年
五
’
八
月
頃
刊
行
福沢は初編の好評に乗じて第二回渡米から帰国して次編執筆に
かかろうとしたが、著述構想を変えて外編三冊を挿入追加した。
これは初編巻之一の「備考」が文久遣欧の見聞記の「手録」であ
ったのを脱却し、この部分を「英人チャンブル氏所撰の経済書」
その他の抄訳増補により独立させたもの。初編の「唯各国の史記
政治等、一端の科条」を知らせるだけで「西洋普通の事情を尺す
（犯）
に足ら」ない欠陥の自覚によると福沢は述べているが、そこには
なお考究すべき要因が幾つかある。
（羽）
それは初編が文久遣欧の軍事的・政治的「探索」報告書として
生まれ、幕藩体制危機克服のための政策立案基礎資料の性格をも
つものであり、それ故にこそ慶応二年征長の役にさいし老中小笠
（釦）
原壱岐守への建白書に付属資料として添付されたり、三年一月に
在京中の木村軍艦奉行並のもとへ度を重ねて百部、五十部と送ら
（、）
（犯）
れたり、別に仙台藩首脳へ売りこまれもしたのであった。福沢が
当時抱懐した大君モナルキー政権論は、今や完全に陳腐化し幕府
権力じたい日を追って崩壊の道をたどりつつあった。西洋事情は
「
福
沢
屋
諭
吉
」
の
生
成
過
程
に
つ
い
て
（
長
尾
）
今や新しい社会情勢に即応した構想を迫まられたのである。
外編の刊本見返しの「慶応三年丁卯季冬」を脱稿時期として、
（羽）
これを四年閏四月十日山口良蔵あて書簡の「彫刻も三分の一一成工
相成」と対応させるとき、この外編は塾の新銭座移転開始に前後
して脱稿され、移転中に彫刻が進行している。このことからも外
編の刊行企画は塾の移転経擬捻出という経済事情と関連している
と
ゑ
て
よ
か
ろ
う
。
とくに一時、上方での偽版一件のため「版木焼捨可き哉とも
恩」いつつも「此節は他に活計無之、唯々蔵版を目当に暮し」て
いる閏四月十日時点では外編の刊行は重要な生計の道であった。
②
雷
銃
操
法
巻
之
二
慶
応
四
年
夏
以
後
刊
行
この書のオリジナルテキストは巻之一が一八六四年版によった
のを巻之二では一八六七年新版に改めている。その彫刻依頼が慶
応三年九月の議慎期間に行なわれ、十月下旬には相当数の板木が
福沢のもとに届いたことは前に引いた「備忘録」に見えるが、刊
行はおくれた。巻之一と同じく和泉屋の発見。
③
兵
士
懐
中
便
覧
同
年
七
月
刊
行
仙
台
蔵
版
図解の多い兵士陣中要務操典で、かねてから親交のある大童信
太夫を通じて仙台藩から依頼されて翻訳したものであろう。
奥羽越列藩同盟成立五月三日、会津藩降伏九月一一十一一日といっ
た奥羽戦争を背景にふるとぎ、②③ともタイムリーな軍事物の系
列といえる。
以上の書目は慶応三年の刊行書日と類似の性格をもち、義塾創
設と福沢の生計の手段としての経済的役割をはたしたものである
四
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法
政
史
学
第
二
十
五
号
が、次項に説く各書目のように顕著な共通性を持ってはいない。
四
慶応四年が明治－工年と改一工された九月ころから以降に発刊され
た書目には、慶応義塾との関係がきわめて密接であり、特例を除
い
てⅢ
箸
訳
者
名
慶
応
義
塾
同
社
②
蔵
版
印
慶
応
義
塾
③
巻
末
広
告
慶
応
義
塾
蔵
版
目
録
の形態をとるものが一般的となる。そして、慶応義塾同社の名で
刊行されたしのには、
Ａ
、
兵
書
の
系
列
洋
兵
明
鑑
Ｂ
、
制
度
・
政
治
英
国
議
事
院
談
Ｉ
清
英
交
際
始
末
Ｃ、教科書の系列翻窮理図解Ｉ世界国尽
の三系列となり、改元前の時期に比し、出版活動にいちだんと積
極性と統一性が承られる。
以下、各書目について若干、説明を加える。
川鋼窮理図解明治六年九月以後刊行
通俗教育用物理学「初学入門」で「卿童蒙の知識を開くの一助」
として慶応義塾同社の名で序文を記しているのは、見返しに福沢
論告署とあるのと照応させるとき、義塾創設以後、翻訳著述事業
を義塾コーポレーション共有の事業とする意向の表われとして注
目され、また、西洋事情外編の執筆に文明開化を指向する姿勢を
示した福沢が教科書出版に着眼し義塾同社の名で公刊したものと
して意義深い。
この書は学制頒布以後、小学用教科書として広く採用されたこ
と
は
周
知
の
と
お
り
で
あ
る
。
②
洋
兵
明
鑑
明
治
二
年
一
月
刊
間
古
堂
発
免
これは雷銃操法Ｉ兵士懐中便覧につづく軍事物系列であるが、
義塾同社名で公げにされ「兵は凶器、戦は不祥」であるが、人間
の世に「尚戦なきを得ず」とし、兵制、兵器の進歩は「勝敗も速
に決」する、この書は「人を殺すの法にして又人を殺すことを少
ふするの法」を説くものと序文で述べている。
この書は、義塾創設により入学生が増加し塾舎新築の必要が生
じたさい、熊本藩の有力者から依頼されて新舶来の兵書翻訳をし
たもので、それにより塾舎新築ができたという。兵書翻訳が校舎
新築に役立って矛盾を感じられていないのも戊辰戦争期に執筆さ
れたからであろうか。
③
掌
中
万
国
一
覧
明
治
二
年
一
月
刊
諸
種
の
地
理
書
か
ら
抜
粋
し
た
記
憶
に
便
利
な
世
界
便
覧
。
携
行
に
便
な
袖珍本である。福沢の著者名と蔵版印が印刷され、義塾蔵版とな
っていないのは珍しい。
側
英
国
議
事
院
談
明
治
二
年
二
月
尚
古
堂
発
見
義塾同社福沢諭吉訳述。蔵版印は義塾名。巻末に義塾蔵版書目
の目録を広告している。
内容は英国議会の百科知識で、紀州藩某氏から会議のやり方の
良書翻訳を求められ、快諾して流れ作業方式で起稿から製本了ま
（鈍）
で
二
十
七
日
と
い
う
「
未
曽
有
の
異
例
」
を
実
現
し
た
。 四
六
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、上
に
述
べ
た
よ
う
に
、
徳
川
慶
喜
の
大
政
奉
還
か
ら
明
治
二
年
に
か
け
て、戊辰戦争を中心とする約二ヵ年において、福沢は幕臣身分よ
り離脱して平民となり、慶応義塾の創設と著訳ならびに出版活動
に専心あたったが、福沢をその間終始困惑させたものに上方偽版
の一条があった。慶応四年四月十日、すなわち官軍の江戸城入城
（柵）
の一別日の中外新聞第十二号で福沢は西洋旅案内の上方にての重版
をあげ、重版者の氏名住所の密告を公募すると共に「重板は万国
普通の厳禁」とし、「此度御制度一新の折から何卒此律を厳正に
し玉はん事」を要望した広告柚⑰せている。
閏四月十日付山口良蔵あて書簡では、旅案内以外の書目の偽版
続出を痛歎するとともに「著述の商売は先づ見合せ、他に活計の
（犯）
道
を
求
可
申
と
覚
悟
」
し
て
い
る
こ
と
を
告
げ
、
六
月
七
日
付
同
人
あ
て
で
は「此節も訳書は色々出来居候得共開版売出し出来不申」と述べ
⑤
清
英
交
際
始
末
明
治
二
年
四
月
尚
古
堂
発
党
これば慶応義塾塾同社の福沢諭吉閲、杉田晋斎訳となっており、
内
容
は
鴉
片
戦
争
以
来
の
清
英
交
渉
の
始
末
を
通
し
て
日
本
と
唇
歯
の
隣
国
の国情認識に役だてようとしたものである。
⑥
世
界
国
尽
明
治
二
年
十
月
刊
これは「窮理図解」と並ぶ教科書系列のもので、「江戸方角」
「都路」など寺子屋手本の体裁にならい、七五調で読論により暗
（躯）
記に便をはかった幸型蒙用世界地理入門である。
これ以降は、十一月の書物屋仲間加入後の出版にはいる。
「
福
沢
屋
諭
吉
」
の
生
成
過
程
に
つ
い
て
（
長
尾
）
るなど、偽版問題は著述を生計の道として選んだ福沢にとって死
活にかかわる重大事であり、福沢じしん新政府の取締官庁への運
（羽）
動も熱心に行なったのであるが、容易に効を奏しなかった。
上
に
あ
げ
た
閏
四
月
十
日
の
山
口
良
蔵
あ
て
書
簡
で
は
、
福
沢
は
窮
余
の
一策として「西洋事情外編」の草稿・版木の譲渡売却案（第１．
２表）と福沢蔵版のままでの製本の前金貢取方式（第３表）を提
示している。福沢の計算をもとに原価ならびに収支計算をしてふ
ると次のようになる。（版木磨滅による複版の費用がかかるから
実際は※印は膨脹する）
第１表 譲渡売却案
部数3,000部につき（定価１部３歩）
1.定価売上高
2.販売手数料
3.差引正味
4.原価
３歩×３，０００＝9,000歩＝2,250両
(20％）450両
1,800両
版木・草稿代金1,000両
製本料（１部につき１歩）750両
小計1,750両
差引利益 50両
第２表
同上部数10,000部のとぎ
1.定価売上高
2.販売手数料
3.差引正味
4.原価
３歩×１０，０００＝30,000歩＝7,500両
(20％）1,500両
6,000両
版木・草稿代金※1,000両
製本料2,500両
小計3,500両
２，５００両
四
七
差引利益
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両
両
両
両
両
第
１
．
２
表
の
版
木
・
草
稿
代
金
０
０
０
０
０
０
５
５
０
５
５
４
０
５
５
千
両
の
う
ち
％
成
工
し
た
と
福
沢
が
１
１
，
述
べ
て
い
る
版
木
彫
刻
料
を
推
定
す
――
川ると、第３表の五百五十両以下
歩０ ０
２
。
０
難轆綿騨離
０
式
６
｜一
方
０
取
、
う
回
第
と
鎖
２
％
３，両四丁のばあい約二百両となり、
輌慰》州辨埣川卵十両となる）
は胴卸草稿料と利益があわせて一一一百五
く
ト高料金価引岐剛明以上から、事情外編クラスの
金回回初版基本部数が一一’一一一千部であ
～
上
数
上
州
売
手
↑
献蹴締り、書林の販売手数料は二’一一一
表
叩
価
売
味
３
２
定
販
正
原
差
正
割
で
あ
る
こ
と
、
こ
れ
に
よ
る
草
稿
第趣Ｌ２ａ４
料と利益は一一一百五十両程度、彫
刻
料
製
本
料
を
あ
わ
せ
て
七
百
両
程
度の運転資金が必要であることが導き出される。
そ
し
て
な
お
、
重
要
な
こ
と
は
閏
四
月
段
階
で
福
沢
が
販
売
手
数
料
を
現
地の書林を対象に考え、支配形式における発見元を考慮の外に置
いていることに注目する必要がある。
㈹
（釦）
そこでわれわれは福沢が「自伝」で「商売に不案内とは申しな
、
、
がら、生涯の中で大きな投機」を試ゑて成功し、それが「著訳社
法
政
史
学
第
二
十
五
号
福沢は「人任せ」の不利益を知って書林から「一切の権力を此
方のものに」しようと決意して次のような手順をとった。これは
著者Ⅱ蔵版者から出版者への脱皮であり、これにより従来の書林
会の大変革」であったと自負している記事が、明治二年十一月の
書物仲間問屋組合加入、すなわち主題の「福沢屋」創出と同義語
としてよいかを検討しなければならない。福沢が自伝で述べてい
る内容から著者蔵版、支配書林発見の方式を表解すると次のよう
になる。著者（蔵版老） 仮 者
ａ原稿の執筆一草稿 _板木側を脇|$ｂ・版下
ｄ版摺…〃）尉
・製本の用紙買入れ)慧
製ｆ製本 本
襄９．売捌
都て書林の引受け|_」
費
用
負
担
Ｃ'〔蔵版〕
四
八差益を受けとる←
鬘辮章扶持をＩ
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Ⅱ出版者は販売取次者に転落する結果となる。
①用紙の大量一括購入Ｉ資材調達
土佐半紙百数十俵を現金千両余りで紙問屋から直接購入し新銭
座に引きとった。当時の大書林が百五十’三百両程度がヤットと
いう状態に比べ五・六倍の大量仕入れである。
②
印
刷
・
製
版
・
製
本
職
人
の
雇
入
れ
版
摺
職
人
は
「
書
林
に
話
し
て
貸
し
て
」
も
ら
っ
た
が
、
板
木
師
・
製
本
仕立師も「次第次第に手を附けて、是れまで書林の為すべき事は
都て此方の直轄にし」た。
③販売の書林委託Ｉ販売手数料制度●
●
右の結果「書林には唯出版物の売捌を命じて手数料を取らせる」
だけとした。これは「著訳社会の大変革」で福沢の「商売を試ふ
た」一例であったと自伝は述べている。
こうして福沢は出版業を自営することとなり、従来書林が持っ
て
い
た
利
益
源
の
多
く
を
接
収
し
た
の
で
あ
る
。
福沢は「明治初年で余程金もあり」とはいっているがその時期
を明確にしていない。数十人の職人が印刷・製本にあたる相当大
規模な工場制手工業が用紙を納める土蔵に接続した作業場で行な
われたことから、新銭座の慶応義塾の敷地内に立地していたこと
は知れるが、それだけでは明治二年の書物仲間加入のときとする
通説を変えることはできない。
筆者はここで上に述べた「慶応義塾同社」名の箸訳者をもち、
慶応義塾蔵版印を押した訓蒙窮理図解以降の五点の出版書目に注
目し、その刊行始期たる明治元年九月に若干さきだつ時期にそれ
「
福
沢
屋
諭
吉
」
の
生
成
過
程
に
つ
い
て
（
長
尾
）
を比定したい。
明治二年十一月の書物仲間加入について「福沢諭吉伝」所引の
（い）
、
、
浅
倉
屋
久
兵
衛
談
は
、
福
沢
の
よ
う
な
「
素
人
に
勝
手
に
出
版
さ
れ
て
は
営
、
、
業
が
迷
惑
で
あ
る
か
ら
い
よ
い
よ
本
業
と
せ
ら
る
上
な
ら
本
屋
仲
間
に
加
入」してほしいと本屋側から苦情が出たといい、また福沢の「持
前として自分は本屋になったのだから其仲間に入ろう」といい、
「目から進んで加入」したと若干異なる二つの動機をあげている。
前者は受動的、後者は自発的と相違するが、いずれにしても素人
出板ないし、出版業自営が既に行なわれていたことと解釈してさ
しつかえない。
明治二年一月刊行の洋兵明鑑は、尚古堂発見であるが、その外
（⑫）
包
紙
に
朱
印
で
「
製
本
売
捌
所
慶
応
義
塾
蔵
版
、
岡
田
屋
嘉
七
」
と
し
、
発
見
元
岡
田
屋
を
製
本
売
捌
所
と
表
現
し
て
い
る
の
は
、
さ
き
の
自
伝
の
「
書
林には唯出版物の売捌を命じ」とあるのに照応するし、少し降る
（麹）
五月十五日付福沢英之助あて書簡の「紙を買候積にて申遣候処紙
無し之、今日は品物有之弐割半計も高相成居・・…・書物も以前の値
段にては売られ不申、如何にも困却の至」とあるのや、五月二十
（“）
三日付山口良蔵あて書簡の「文典は義塾にて彫刻いたし候間、四
（銅）
五日中製本出来次第可申差上」、七月九日付浜口儀兵衛あて「御
約束の文典さし上申候、品物三割引、百五拾六部」などは、慶応
義塾内の自営出版業を明らかに肯定させる。福沢が本屋を本業と
したのは義塾創設の後、そのコーポレーションの事業として、そ
の
形
態
を
と
る
こ
と
の
メ
リ
ッ
ト
に
着
目
し
て
始
め
た
の
で
あ
り
、
「
自
伝」の記事はそれを述べたしのとしてよかろう。四九
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四
、
ま
と
め
と
展
望
慶応三年段階の福沢諭吉は、外国奉行支配の翻訳方なる幕臣身
分で福沢塾経営と著訳Ⅱ蔵版活動に従っていたが、渡米帰国後三
カ月余の謹慎は、幕臣離脱を方向づけた。それまでの副業であっ
た教育経営と著訳業、さらにその延長線たる出版自営が、幕末・
維新の緊迫した政治過程の中で今や本業となった。
明治二年五月十三日、行政官発布の出版条例により学校に出版
免許事務が帰属し、出版者の保護規定が、重版の板木没収、罰金
規定と共に条文化されたが、その運営については江戸時代の慣習
を
う
け
つ
い
だ
「
三
都
書
騨
中
の
人
」
か
ら
撰
ん
だ
書
物
仲
間
問
屋
組
合
の
年行事による出版免許願書への奥書、ならびに類板重板の監査摘
（蛆）
発を認めたものであった。
偽版対策に腐心し、偽版発行への法的規制に懸命の運動をつづ
けていた福沢にとって事態は一歩改善された。福沢の同年十一月
の書物仲間問屋組合加入、すなわち主題の「福沢屋諭吉」生成は
この出版条例による重版防止のメリットを主目的としたものであ
る。
（仰）
こうして法的保護の条件下に「福沢屋」は新たなる企業拡張を
試ふる。そして、それは廃藩置県を画期とする明治政府の集権化
過程の表現としての上からの文明開化政策、とくに学制の頒布等
のレールにそって一大飛躍をするに至る。福沢は、この時流に乗
った出版企業家的な経済基盤に立ちながら、慶応義塾による教育
経営と明六社ｌ東京学士会院ラインの啓蒙思想家として確固たる
法
政
史
学
第
二
十
五
号
社会的地位を得る。そこでは出版業者と教育者と思想家との巧み
な調和が図られるが、それだけに一時は政治から離脱した福沢の
政治権力への接近が必然のものとなる。明治十四年政変はそれの
きわめて象徴的な具象であり、時事新報創刊による言論人、ジャ
ーナリストとしての福沢が生成する。
こ
う
し
て
「
福
沢
屋
諭
吉
」
の
本
期
と
後
期
と
は
思
想
家
に
お
け
る
生
活
と思想と行動とを出版企業の中でとらえうる豊富な内容を含むが、
その考察は別の機会に譲りたい。
註
福
沢
諭
吉
全
集
の
所
引
は
巻
１
ペ
ー
ジ
（
例
え
ば
皿
’
一
○
）
、
石
河
幹
明
の
「
福
沢
諭
吉
伝
」
は
「
伝
」
と
略
記
す
る
。
（
１
）
Ⅳ
’
一
五
○
（
２
）
Ⅳ
’
一
五
二
（
３
）
、
’
二
一
五
な
お
、
福
沢
は
明
治
五
年
八
月
二
日
に
も
加
入
し
て
い
る
。
、
’
二
九
四
参
照
（
４
）
明
治
文
化
資
料
叢
書
、
書
目
編
解
題
八
頁
小
林
善
八
日
本
出
版
文
化
史
八
四
八
’
五
○
頁
（
５
）
皿
’
二
七
九
（
６
）
幕
末
維
新
外
交
史
料
集
成
６
１
二
九
五
頁
、
幕
末
外
交
文
書
一
○
○
史
料
編
纂
所
所
蔵
（７）７１一一一一○’一一一一八（８）伝１１五一○ｍ’三九
（
９
）
四
「
慶
応
三
年
日
記
」
な
ら
び
に
、
「
小
野
友
五
郎
松
本
寿
太
夫
両
人
の
申
立
に
対
す
る
弁
明
書
」
、
皿
「
慶
応
三
年
ア
メ
リ
カ
出
張
中
の
福
沢
に
対
す
る
弾
劾
の
文
書
」
参
看
。
（
、
）
木
村
芥
舟
日
記
は
河
北
展
生
「
木
村
芥
舟
日
記
記
載
の
福
沢
諭
吉
関係史料」（史学第三十巻第一一号）による。
（
ｕ
）
Ⅳ
’
四
三
（
皿
）
７
１
一
一
一
一
七
五
○
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グー、〆■、／■、
３２３１３０
Ｌノﾐｰﾉ、=ノ
／■、／■、′■、
２９２６２４
ミーノ、ソ、.ノ
／■、／■、
２３２０
、.ノミーノ
′■、′■、
１９１８
、=ノ～ノ
′■、′■、グー、
１７１４１３
ミーノＮ,ノＬノ
「福沢屋諭吉」の生成過程について（長尾）
慶応義塾百年史上’二一一一二頁
四
’
二
八
五
（
咽
）
Ⅳ
１
四
二
（
咽
）
別
巻
’
一
一
四
江戸時代の書繍商の権利概念としては、本屋仲間株（営
業権）、板株、留板株（出版権）、支配株（受託出版権）が
あり、書物屋は営業権出版権をともに持つのが一般的。
著者が書物屋に支配させず、直接出版を行なうのが素人
出版。蒔田稲城、京阪書籍商史八五’九二頁。
四
’
二
八
八
ｍ’七九七、なお大山梓、開市開港の研究一四九頁以下
によると、江戸居留地の取極成立は十月二十一日。
ｎ
－
四
四
（
、
）
７
１
一
五
三
（
翠
）
四
－
四
○
九
７１一五三、但しこの記事中の加藤弘之（正月廿五日目
付就任）、津田真道（前年十二月目付就任）は、西周と
共に正月廿八日公議所御用になっていた。柳営補任３１
一三六頁。続徳川実紀（慶喜公）一一一六八頁参看。
Ⅳ
’
五
六
（
配
）
義
塾
百
年
史
上
一
一
四
三
’
五
四
頁
Ⅳ’五二（幻）７１一六二（躯）１１一一一八一一一題一一一一口
史料編纂所々蔵、幕末外交文響“１２「欧洲巡行御用研、
出帆前之件」に「一ト通り御使之廉而巳一一無之、外国之
事情且御国御為一一相成候儀等探索」を命じ、政俗、城郭
井台場之模様、諸物産方、諸器械製造方、大炮小銃之製
作、金銀貨鋳立之仕法、各国之軍制研究などをあげ、各
国政事学政軍制を別而心懸取調可巾事と指示している。
卯１６長州再征に関する建白書
芥舟日記一月九、十一、二十二日条
灯’一一一二（慶応一一年十二月二十六日付書簡）
（鋼）。（ｗ）Ⅳ’五○（弧）１１一一一五、全集緒言
（妬）１１幻（妬）明治文化全集Ⅳ、新聞編一一一四三頁
（犯）Ⅳ’五五、この書簡で偽版流行による翻訳家の困却を告
げ、現金の翻訳請負二百字に付一枚壱両と壱両三分の翻
訳
料
を
提
示
し
て
い
る
。
（”）ｍｌｍ、十二月八日付山口良蔵あて「小生より官え願立
候趣も有之候得共、今日まで埒明不申、小生の存意は菅
に偽版を取上げ候の糸ならず、償金御取上げの義厳敷相
願」とある。なお（超）参照。
（蛆）７１二二一一一（虹）伝２１－－－（狸）２１六八○
（
色
Ⅳ
’
七
四
（
“
）
Ⅳ
’
七
五
（
妬
）
Ⅳ
’
七
八
（妬）小林、前掲書八四六頁、上里春生、江戸書籍商史一四九頁
（灯）国会図書館所蔵「戊辰以来新刻書目便覧」の付録に東京
府管下書物問屋姓名記（明治六年刊）があり、これによ
ると「三田二丁目、福沢、福沢屋諭吉」は百四十五軒の
書物問屋中、筆頭の老舗須原屋茂兵術から数えて三十六
番
目
の
ラ
ン
ク
に
あ
る
。
（追記）木稲は四十七年一月提出修士論文の一部を改稿したも
のである。指導教授岩生博士ならびにあたたかい助言と
支援を頂いた森睦彦氏、慶応義塾大学の太田臨一郎氏・
会旧倉吉氏に謹んで謝意を表します。
五
の￣
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